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タンチョウと共存できる流域づくり協議会 

第 1回長沼町タンチョウも住めるまちづくり専門部会 議事要旨 

〔日 時〕：令和７年２月６（木） １８:３０～２０:００ 

〔場 所〕：長沼町役場 ３階 会議室 

〔出席者〕：計１３名 

 

○齋藤長沼町長挨拶（代読） 

・舞鶴遊水地では今年度もタンチョウの繁殖が確認され、5年連続となった。遊水地と

その周辺への広がりを感じている。タンチョウも住めるまちづくりの検討は今年度

より新たな体制となる。皆様の多大なる協力により、環境教育や商品開発、観光など

多岐にわたる取組に発展した。取組の映画化も全国に知っていただく機会となった。

皆様に感謝申し上げる。引き続きご指導賜りたい。 

１．長沼町タンチョウも住めるまちづくり専門部会の設置について 

○事務局より資料 1の説明 

・規約（案）が承認され、令和 7年 2月 6日付けで専門部会が設置された。 

○部会長の選出 

・規約第 5条に基づき、北海道大学大学院 久井貴世准教授が選出された。 

○久井部会長より挨拶 

・長沼町では、一時いなくなっていたタンチョウが戻ってきている。かつて生息してい

たタンチョウとの関係を戻すことを意識しながら、今後の人とタンチョウとの新たな

関係づくりに関わっていきたい。 

２．タンチョウの飛来・繁殖状況について 

○事務局より資料 2の説明 

・6月にタンチョウの幼鳥が飛べないうちに水田に入り、居ついてしまった。来年度は

タンチョウのヒナが飛べるまで遊水地から出ない方法を考えたい。 

３．タンチョウも住めるまちづくりの取組状況について 

○事務局より、資料３の説明 

・これまでのバスツアー参加者へのアンケートから、タンチョウが見られなくとも、タ

ンチョウ・ガイドや地元農家の説明を聞くことで満足度が高まることが判った。今後

は通年でツアーを催行することを検討している。 

・フリーガイドデーを設けることでガイドの資質向上にもつながった。舞鶴遊水地のみ

ならず、町内の他の施設へもタンチョウ・ガイドの会の活動を広げたい。 

・直売所へのパネル展示の設置等、今後も自分にできる範囲での広報活動に協力した

い。 

・日本航空の利用客に渡す「感謝カード」の裏面にタンチョウのスノーアート等の写真

を掲載し、長沼町の PRをしたいと考えている。 

４．長沼町タンチョウも住めるまちづくり専門部会の今後の取組について 

○事務局より資料 4の説明 

・舞鶴遊水地周辺に、情報発信や常駐ガイドによる解説などがある拠点施設が必要にな
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るのではないか。旧長沼舞鶴小学校をうまく利活用できないか。 

・タンチョウの広報 SNS をもっと活発に活用したり、タンチョウのキャラクターを開

発したりすることで若者や子どもたちへの PRとなる。 

・元野球選手の斎藤佑樹氏が進めているミニボールパークと連携できると良い。 

・長沼町の農産物であるブロッコリーを使った商品開発があると良いと思った。 

・ロゴマークを活用し、道内外に農産物を流通させることで長沼町のブランドが有名に

なると良いと考えており、そこに生産者の理解も得ながら、農産物の高品質化をアピ

ールするためにタンチョウの要素も掛け合わせられると良い。 

・タンチョウが利用する水田としてブランド化し、米を売り出すことはできないか。 

・タンチョウは、堆肥などで土づくりを行っている水田や、除草剤も使用していない水

田を好んで利用しているように感じている。うまく経済に繋げたいし、タンチョウが

入る水田を実際にツアーなどでも見てもらいたい。 

・舞鶴遊水地の植生が遷移していることもタンチョウが農地に出た原因かもしれない。

世界でもここにしか無いような環境を作っても良いのではないか。旧舞鶴小学校や舞

鶴遊水地を活用した経済に結びつく事業を行うために、相応の予算を用意する方策も

必要。 

・遊水地内のヤナギが成長しシカが増えたこともタンチョウが農地に出た原因かもし

れない。ヤナギを伐採することで、シカの生息を抑えると同時に、子供たちの遊び場

を創出できるのではないか。 

 

【部会長総括】 

・タンチョウだけではなく、タンチョウも住める長沼町自体に価値が見出されてきてい

る。舞鶴遊水地を軸にしながら町全体に取り組みを広げていくことになる。 

・長沼町の豊かな自然で育った農産物を活かした商品開発を進める中で、タンチョウに

絡めたブランド化ができると良い。 

・長沼町はタンチョウの歴史的背景を持っているという強みがある中で、タンチョウと

の共存関係について知ることができる拠点施設があると非常に良い。 

・タンチョウも住めるまちづくりの取組は全国のモデルケースになる。 

・長沼町でタンチョウと当たり前に付き合っていけるような環境・雰囲気づくりを目指

したい。 
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